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応用生命化学実験Ⅰ 

１０月から始まった応用生命化学

コース２回生が受講する応用生

命化学実験Ⅰのうち、食品・栄養

化学研究室の教員が担当する実

験も１１月で終わりを迎えた。 

今回、４回生である私が実験風景

の写真撮影に実験室を訪れたと

きには灰分の測定などを行ってお

り、あれから二年も過ぎたのかと

非常に懐かしく感じた。本年度は

新型コロナウイルス感染症の影

響もあり、当研究室の学部４回生

は手伝いに参加しなかったが、来

年はしっかり TA を務められるよう

に、ソーシャルディスタンスなどを

守りつつ、実験風景や方法を目に

焼き付けた。 

TA 業務に従事していた M１の竹

本（M1）は、「みなさんが真面目に

取り組んでくれたのでTAとしての

やりがいを感じることができました。

学生実験を通して実験技術を高

めたうえで研究室で活躍してほし

いと思います。」と振り返った。学

部２回生は３回生になると、応用

実験に位置付けられる応用生命

化学実験Ⅱがあるので、基礎実

験に位置付けられているこの実

験を通じて基本的な実験手技をし

っかりと修得してもらえればと思っ

た。 

 
るつぼを回収しに来た学部２回生とマッ

フル炉からるつぼを取り出すTAの竹本

孝多(M1・右) 

 

ピペットマン掃除 

１１月某日、皆で研究室のピペット

マンを分解して汚れを落とすなど

のメンテナンス作業を行った。汚

れがたまっているものもあり、普

段から使う頻度が高いものだから

こそこまめにチェックする重要性

を実感した。 

 

ピペットマンのメンテナンス作業を行う

中村峻也(B4)。 

 

フリートークスペース 

今月のフリートークは楊箏(M1)で

す。もうすぐ年末ということで、中

国のお正月について語ってもらい

ました！ 

中国のお正月になると、みんな大

体大晦日にはかならず一家そろ

って食事をします。メニューは多

少の差はあれど、基本的に鶏肉、

魚料理は用意されてます。 

 

そして、新年が近づいてきて花火

や爆竹で騒がしくなり始めます。 

最后に、日本の年越しそばに当た

る物が、こちらでは年越しギョー

ザになります。子供のいる家庭で

は、ギョーザを食べる前におじい

ちゃん、おばあちゃんに新年の挨

拶をします。その后、子供たちは

彼らからお年玉をもらいます。こ

のお年玉のことを圧歳銭と言いま

す。 

 

初一には、新しい衣服を着て新年

の挨拶回りを始めます。日本で言

う「新年おめでとう」、「明けまして

おめでとう」等の言葉に相当する

のが、新年快楽です。 
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編集後記 

１１月後半になってから一気に冷

え込んできたように感じています。

新型コロナウイルスの感染も拡大

してきています。ただでさえ気温

の変化等で体調を崩しやすい時

期なので、引き続き手洗いうがい

換気などできる対策を講じ、コロ

ナ感染予防に努めたいと思いま

す。 

吉田 亘志（B4） 
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